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農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

田植えっておもしろいね
（６月６日、田頭小学校田植え体験）

主な内容　　
　　2つの給付金 申請受け付けを開始しました　……………………　2～３㌻
　　市消防演習を盛大に開催 団員らが火消しの心意気見せる　……　４～５㌻
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「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」

申請受け付けを開始しました
　
市
は
、
消
費
税
引
き
上
げ
分
の

負
担
を
緩
和
す
る
た
め
に
支
給
さ

れ
る「
臨
時
福
祉
給
付
金
」と「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」（
以

下
、２
つ
の
給
付
金
）の
申
請
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
２
つ
の
給
付
金
の
対
象
者
と
な

る
か
ど
う
か
は
、
下
の
図
を
使
っ

て
確
認
し
て
く
だ
さ
い（
ど
ち
ら

か
一
方
の
給
付
金
の
み
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）。
ま
た
、対
象

者
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
市
か
ら

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
、
３
㌻
の
申
請
方
法
を
確

認
し
、
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

期
間
内
に
申
請
を
し
な
い
場
合
、

給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
下
の
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
。

■問い合わせ先
●申請方法について＝市役所地域福祉課
▶「臨時福祉給付金」窓口
　福祉総務係（☎・内線1554、1166）
▶「子育て世帯臨時特例給付金」窓口
　児童福祉係（☎・内線1157）
●課税状況について＝市役所税務課
　市民税係（☎・内線1245～1248）

●制度について＝厚生労働省
▶２つの給付金専用ダイヤル
☎0570-037-0192
▶ホームページＵＲＬ
http://www.2kyufu.jp/
※　右のＱＲコードを読み取ると、
　ホームページにアクセスできます。

２つの給付金キャラクター
カクニンジャ

図　対象者確認チャート
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住民税が課税されているかどうかは、どうすれば分かりますか。
例えば、下記の場合には、基本的に住民税が課税されています。
◯ご自身の給与支給明細書の「住民税」の項目に課税額が記載されている場合
◯「平成26年度市民税・県民税納税通知書」が届いている場合
※　詳しくは、税務課市民税係にお問い合わせください。

基準日（平成26年1月1日）の翌日以降に引っ越した場合の給付金の受け取りはどうなりますか。
今回の２つの給付金は、基準日時点で住民票がある市町村から支給されます。
具体的な申請方法や申請期間については、基準日時点でお住まいの市町村にお問い合わせください。

基準日（平成26年1月1日）後に生まれた方や亡くなられた方は給付金の対象になりますか。
［臨時福祉給付金］
　基準日に生まれた方は給付金の対象になりますが、基準日の翌日以降に生まれた方は対象となりま
せん。また、支給決定がされるまでの間に亡くなられた方も対象にはなりません。

［子育て世帯臨時特例給付金］
　平成26年1月２日以降に生まれた児童は対象児童となりません。また、支給決定がされるまでの間
に亡くなられた児童も対象児童にはなりません。

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

２つの給付金に関するＱ＆Ａ

「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の
"振り込め詐欺"や "個人情報の詐取"にご注意ください。
　市や厚生労働省などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、市役所地
域福祉課や警察署【または警察相談専用電話（＃9110）】にご連絡ください。

◇◆◇　申請方法　◇◆◇

１
申請方法
・

申　請　先

郵送もしくは下記窓口で申請できます。
•臨時福祉給付金＝西根地区市民センター
•子育て世帯臨時特例給付金＝市役所地域福祉課（４番窓口）
•両給付金＝松尾・安代両総合支所地域振興課、田山支所

２ 申請期間 ７月１日㈫から10月１日㈬まで

３ 提出書類

•申請書
•以下の添付書類
❶本人確認書類の写し
　住民基本台帳カード、運転免許証、旅券（パスポート）など
❷指定した口座が確認できる書類
　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）が分かる通帳や
キャッシュカードの写し

※　「子育て世帯臨時特例給付金」について、児童手当の受取口座を指定す
る場合は、❶と❷の書類は省略できます。ただし、公務員の人は、受取
口座を指定する場合でも❷の書類を必ず提出してください。

４ 給付金の
受け取り

申請書に記載した指定口座に入金されます。
※　金融機関口座を持っていないなど、振り込みによる支給が
困難な場合には、市が指定する日時に市役所会計課窓口で受
け取ることができます。
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各分団が威風堂々の分列行進を披露しました

　
市
消
防
演
習
を
盛
大
に
開
催

　
団
員
ら
が
火
消
し
の
心
意
気
見
せ
る

　
市
消
防
演
習
が
６
月
22
日
、
松

尾
総
合
運
動
公
園
多
目
的
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
消
防
団
の
団
員
５

０
０
人
と
市
婦
人
消
防
協
力
隊
の

隊
員
１
５
０
人
が
参
加
。
開
会
式

で
は
、
工
藤
十と

く九
市
消
防
団
長
が

「
一
層
の
火
災
予
防
に
努
め
、市
民

の
信
頼
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
」と
訓
示
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
長
年
、
消
防
防
災
に

携
わ
っ
た
団
員
な
ど
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た（
５
㌻
参
照
）。

　
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
特
別
点

検
の
開
始
申
告
が
行
わ
れ
、
団
員

の
観
閲
と
機
械
器
具
の
点
検
を
実

施
。
続
い
て
、
部
隊
訓
練
や
ラ
ッ

パ
吹
奏
訓
練
、
幼
・
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
の
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー「
ひ
め
か
み
」に
よ
る
救
助
訓

練
や
散
水
訓
練
、
団
員
に
よ
る
ポ

ン
プ
操
法
訓
練
、
分
列
行
進
な
ど

が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
覧
者
の
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

山
林
火
災
を
想
定
し
、県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
ひ
め
か
み
」が
散
水
訓
練
を
実
施

火の用心を呼び掛ける幼年消防クラブ

統監の田村正彦市長（右）から髙橋守男
前団長に感謝状が贈られました

小型ポンプ操法を披露する市消防団員
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各分団が威風堂々の分列行進を披露しました

表
彰
さ
れ
た
団
員
な
ど

（
敬
称
略
、
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
）

■
市
長
感
謝
状

◆
消
防
防
災
協
力
感
謝
状

小
笠
原　
政
明
＝
笹
目
＝（
防
火
水
槽

の
用
地
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
）

◆
退
職
消
防
団
員（
10
年
以
上
勤
続
）

本　
　
部　
団　
　
長　
高
橋　
守
男

　
　
　
　
　
副　
団　
長　
小
野
寺
千
誠

　
　
　
　
　
本
部
分
団
長　
遠
藤　
勝
徳

　
　
　
　
　
団　
　
員　
高
橋　
　
亮

第
２
分
団　
分 

団 

長　
松
村　
嘉
昭

　
　
　
　
　
班　
　
長　
竹
田　
和
夫

第
４
分
団　
団　
　
員　
工
藤　
紀
久

第
５
分
団　
副
分
団
長　
工
藤　
孝
雄

第
６
分
団　
分　
団　
長　
三
田
村
政
光

　
　
　
　
　
団　
　
員　
丹
内　
勇
幸

第
７
分
団　
団　
　
員　
伊
藤　
義
昭

　
　
　
　
　
団　
　
員　
高
橋　
　
淳

第
９
分
団　
分 

団 

長　
田
村　
忠
彦

　
　
　
　
　
副
分
団
長　
小
笠
原
昭
藏

第
10
分
団　
分　
団　
長　
松
浦　
和
美

　
　
　
　
　
班　
　
長　
高
橋　
　
茂

第
12
分
団　
団　
　
員　
小
野
寺
昭
久

第
13
分
団　
副
分
団
長　
畠
山  

政
廣

　
　
　
　
　
団　
　
員　
中
村　
康
樹

第
14
分
団　
分 

団 

長　
田
村　
竜
也

第
15
分
団　
団　
　
員　
田
村　
次
男

第
19
分
団　
分 

団 

長　
高
橋　
久
雄

　
　
　
　
　
副
分
団
長　
米
田　
直
光　

　
　
　
　
　
団　
　
員　
高
橋　
　
豊

　
　
　
　
　
団　
　
員　
高
橋　
専
市

第
20
分
団　
分 

団 

長　
畠
山　
信
雄

　
　
　
　
　
副
分
団
長　
高
橋　
安
則

　
　
　
　
　
団　
　
員　
髙
橋　
伸
好

第
23
分
団　
分 

団 

長　
澤
里　
幹
男

　
　
　
　
　
副
分
団
長　
高
見　
和
彦

第
26
分
団　
分 

団 

長　
鈴
木　
三
義

　
　
　
　
　
班　
　
長　
武
田　
義
文

　
　
　
　
　
団　
　
員　
中
村　
信
秋

第
27
分
団　
部　
　
長　
五
日
市
伸
一

　
　
　
　
　
団　
　
員　
小
山
田
保
典

第
28
分
団　
副
分
団
長　
齋
藤　
徳
昭

　
　
　
　
　
班　
　
長　
北
口　
　
明

第
29
分
団　
副
分
団
長　
立
花　
政
美

第
30
分
団　
団　
　
員　
藤
本　
美
明

第
34
分
団　
班　
　
長　
工
藤　
　
悟

第
35
分
団　
部　
　
長　
三
浦　
　
満

第
36
分
団　
分 

団 

長　
杉
本　
秋
彦

　
　
　
　
　
分
団
本
部
長　
関
本　
英
好

　
　
　
　
　
部　
　
長　
山
本　
敏
市

ラ
ッ
パ
隊　
班　
　
長　
竹
田　
　
知

■
市
長
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
賞（
勤
続
30
年
以
上
）

第
１
分
団　
団　
　
員　
佐
々
木
三
男

第
２
分
団　
部　
　
長　
伊
藤　
久
男

第
３
分
団　
副
分
団
長　
田
村　
正
仁

市
消
防
訓
練
大
会
の
結
果

　
市
消
防
訓
練
大
会
が
６
月
８
日
、
松
尾
総

合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
の
各
部
門
の
順
位
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

１
位　
第
22
分
団

２
位　
第
11
分
団

３
位　
第
６
分
団

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

１
位　
第
33
分
団

２
位　
第
28
分
団

３
位　
第
35
分
団

■
規
律
訓
練
の
部

１
位　
第
９
小
隊（
第
27
・
29
・
31
分
団
）

２
位　
第
４
小
隊（
第
11
・
12
・
13
分
団
）

３
位　
第
11
小
隊（
第
33
・
34
・
35
・
36
分
団
）

ポンプ車操法の部で
優勝した第22分団

第
４
分
団　
副
分
団
長　
鈴
木　
和
由

第
５
分
団　
副
分
団
長　
工
藤　
民
雄

第
６
分
団　
分　
団　
長　
伊
藤　
　
勉

第
７
分
団　
分　
団　
長　
吉
田　
敏
美

第
12
分
団　
団　
　
員　
遠
藤　
恒
弘

第
15
分
団　
分　
団　
長　
古
川　
正
義

第
17
分
団　
団　
　
員　
高
橋　
悦
男

第
26
分
団　
副
分
団
長　
岩
舘　
栄
信

第
34
分
団　
部　
　
長　
安
保　
正
勝

第
35
分
団　
分　
団　
長　
齊
藤　
貴
志

■
県
消
防
協
会
岩
手
地
区
支
部
長
表
彰

◆
功
労
賞

第
１
分
団　
部　
　
長　
澤
口　
重
紀

第
５
分
団　
班　
　
長　
高
橋　
秋
彦

第
６
分
団　
班　
　
長　
遠
藤　
慶
晴

第
９
分
団　
部　
　
長　
田
村　
哲
与

第
10
分
団　
班　
　
長　
佐
々
木
秀
輝

第
16
分
団　
分　
団　
長　
古
川　
靖
範

第
19
分
団　
副
分
団
長　
高
橋　
　
恵

第
20
分
団　
班　
　
長　
高
橋　
秀
知

第
21
分
団　
部　
　
長　
高
橋　
一
樹

第
29
分
団　
分　
団　
長　
阿
部　
正
光

　
　
　
　
　
副
分
団
長　
遠
藤　
徳
雄

　
　
　
　
　
班　
　
長　
阿
部　
郁
夫

第
30
分
団　
部　
　
長　
畠
山　
和
義

　
　
　
　
　
班　
　
長　
佐
藤　
　
隆

　
　
　
　
　
班　
　
長　
羽
澤　
　
貴

　
　
　
　
　
班　
　
長　
藤
本　
孝
儀
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　故・本宮鐵五郎氏の遺志を受け
基金を学資支援に活用します

義
援
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
６
月
13
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
）

◆
銀
行
振
り
込
み
（
表
記
は
通
帳
記
帳
の
と
お
り
）

▽
１
０
０
０
円　
マ
ツ
オ
コ
ズ
エ　
　
▽
１
円　
ク
ド
ウ
ユ
キ

　
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
約
40
年

に
わ
た
っ
て
、
旧
荒
沢
村
議
会
議

員
と
し
て
村
政
に
貢
献
さ
れ
た

故・本
宮
鐵
五
郎
氏
か
ら
、「
進
学

し
た
く
て
も
学
資
が
な
い
と
い
う

家
庭
の
恵
ま
れ
な
い
学
生
の
た
め

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
、昭
和
34

年
に
旧
安
代
町
へ
19
㌶
余
り
の
山

林
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
左
下
の
地
図
参
照
）。

　
こ
の
山
林
に
つ
い
て
、
当
時
の

安
代
町
で
は
、
本
宮
鐵
五
郎
翁
教

育
振
興
基
金（
現・市
本
宮
鐵
五
郎

翁
教
育
振
興
基
金
）を
設
立
。そ
の

活
用
方
法
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
市
は
、
ご
本
人

の「
育
英
事
業
を
行
う
」と
い
う
遺

志
を
尊
重
し
、
寄
附
し
て
い
た
だ

い
た
敷
地
の
山
林
立
木
の
販
売
収

益
相
当
額
を「
市
奨
学
金
貸
付
基

金
」に
組
み
込
み
、市
の
将
来
を
担

う
学
生
の
学
資
支
援
に
、
長
期
に

渡
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
金
の
活
用
に
際
し
、故・

本
宮
鐵
五
郎
氏
を
は
じ
め
、
ご
遺

族
、
ご
家
族
の
方
々
に
、
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
安
比
高
原
ふ
る
さ
と
倶
楽
部
」の

環
境
保
全
活
動
高
く
評
価
さ
れ
る

七
時
雨
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

活
動
が
認
め
ら
れ
感
謝
状
を
受
賞

　
一
般
社
団
法
人
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
の
第
30
回
通
常
総
会
が
６
月
５
日
、
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
安
比
高
原
ふ
る
さ
と
倶

楽
部（
関
善
次
郎
会
長
）が
、「
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
地
域
美
化
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」の
同
協
会
会

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
森
林
を
活
用
し
た
交
流
の

場
な
ど
で
、
美
化
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
同
倶
楽
部
は
、
安
比
高
原
ブ
ナ

の
森
な
ど
の
自
然
環
境
の
保
全
や
整
備
に
寄
与
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
同
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
東
北
地
方
非
常
通
信
協
議
会
の
平
成
26
年
度
定

期
総
会
が
６
月
５
日
、
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、七
時
雨
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ（
澤
口
繁

美
会
長
）が
、功
績
者
表
彰
と
し
て
感
謝
状
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
同
無
線
ク
ラ
ブ
は
、
県
主
催
の
岩
手
山
噴
火
非

常
訓
練
な
ど
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
無
線
通
信
で
届
い

た
被
災
者
の
声
に
応
え
、
食
料
品
な
ど
を
搬
送
し

た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰

感謝状を贈られる七時雨アマチュア
無線クラブの澤口繁美会長（右）

表
彰

山林の寄附を記念して
建てられた石碑

表彰状を贈られる安比高原ふるさと
倶楽部事務局の斎藤文明さん

記念碑

寄附していた
だいた山林

荒
屋
新
町
駅

国
道
２
８
２
号

小
屋
の
畑
駅

ＪＲ花
輪線

本宮氏から寄附いただいた
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伊
藤
政
子
さ
ん
＝
中
郡
＝
と
工
藤
定
男
さ
ん
＝
向
村

＝
が
、
７
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
再
任
で
、
任
期
は
、
７
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。工
藤
さ
ん
は
、

６
月
30
日
付
で
退
任
さ
れ
た
髙
橋
悦
子
さ
ん
＝
野
駄
＝

の
後
任
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
も
の
で
、
任
期
は
伊
藤
さ

ん
と
同
じ
で
す
。

　
な
お
、
退
任
さ
れ
た
髙
橋
さ
ん
は
、
３
期
９
年
間
、

人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
悩
み
事
や
心
配
事
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
日
な
ど
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
戸
籍
住
民

係（
☎
・
内
線
１
１
３
１
）ま
で
。

伊
藤
政
子
さ
ん
と
工
藤
定
男
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

伊藤 政子 さん工藤 定男 さん

　
こ
の
ほ
ど
、
故
・
髙
橋
昭
三
さ
ん（
85
）

＝
共
新
＝
が
、
死
亡
叙
勲（
旭
日
単
光
章
、

地
方
自
治
功
労
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
４
月
に
旧
西

根
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。
平
成
13
年
９

月
ま
で
の
18
年
間
、議
員
を
務
め
ら
れ
、町

勢
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

死
亡
叙
勲

故
・
髙
橋
昭
三
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

　株式会社ゼンリンと協働で
「八幡平市暮らしのガイドブック2014」を発行します

　
６
月
27
日
、
市
は
、
㈱
ゼ
ン

リ
ン
と「
八
幡
平
市
暮
ら
し
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
４
」を

協
働
発
行
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
締
結
式
は
、
市
役
所

本
庁
舎
で
行
わ
れ
、
田
村
正
彦

市
長
と
同
社
・
桑
迫
俊
行
盛
岡

営
業
所
長
が
協
定
書
に
調
印
し

ま
し
た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市

役
所
の
各
種
手
続
き
な
ど
の
行

政
情
報
や
市
内
の
広
域
・
詳
細

地
図
な
ど
を
１
冊
に
ま
と
め
た

情
報
冊
子
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
の

た
め
に
発
行
し
ま
す
。
発
行
部

数
は
、
１
万
２
０
０
０
部
で
、

11
月
下
旬
に
全
世
帯
に
無
料
で

配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
発
行
に
係
る
経
費
は
、
広
告

収
入
で
賄
う
た
め
、
市
の
財
政

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冊
子
に

は
、
市
内
事
業
者
の
広
告
が
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
、
地
域
の
活

性
化
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
広
告
に
つ
い
て
は
、

㈱
ゼ
ン
リ
ン
が
募
集
業
務
を
行

い
ま
す
。
募
集
期
間
は
、
７
月

中
旬
か
ら
８
月
中
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る

事
業
者
な
ど
の
方
は
、
左
の
問

い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、広
告
を
募
る
た
め
、

市
内
事
業
者
な
ど
を
訪
問
し
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
長
公

室
秘
書
広
報
係（
☎
・
内
線
１

２
１
２
）ま
で
。

広告に関する問い合わせ先
㈱ゼンリン盛岡営業所
▶住所　盛岡市中央通 3-7-18
ラ・ベルヴィ中央１階
▶電話　019-622-7230
▶ファクス　019-622-2115

協定書に調印後、握手を交わ
す㈱ゼンリンの桑迫俊行盛岡
営業所長（左）と田村正彦市長
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各課からのHOT LINE

後期高齢者医療制度の
被保険者証を送ります ●詳しくは

　市民課国保年金係（☎・内線1135）

■新しい被保険者証を送ります
　現在お使いの後期高齢者医療被保険者証は、平
成26年７月31日まで有効です。そのため、新しい
被保険者証を７月下旬にお送りしますので、有効
期限をご確認の上、８月１日からは新しい被保険
者証をお使いください。
　８月になっても被保険者証が届かない場合は、
お手数ですが、市役所市民課国保年金係まで、ご
連絡ください。
■減額認定証も更新します
　有効期限が平成26年７月31日の減額認定証（※）
を持っている人で、世帯全員の所得状況が確認で
き、８月以降も交付対象となる人（世帯全員が住民
税非課税の世帯に属する人）には、７月下旬に市か
ら新しい減額認定証を送付します。
　なお、これから減額認定証の交付を希望される
人は、市役所市民課または松尾・安代両総合支所
地域振興課で申請ください。
※　減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定

証）とは？
　住民税非課税世帯に属する被保険者が、交付を
受けられます。
　入院や高額な外来にかかる時に、この減額認定
証を医療機関に提示すると、病院・薬局ごとの窓口
負担が自己負担限度額までの支払いとなります。

■保険料のお知らせは７月中旬です
　保険料は、被保険者ごとに決まり、個人で納め
ていただくものです。26年度後期高齢者医療保険
料額決定通知書は、７月中旬にお送りします。
　また、26年度から保険料が変わりました。主な
改定内容は、下表のとおりです。

　このほか、均等割額の２割軽減と５割軽減の対
象者が拡大されました。
　保険料の計算について、詳しくは、届いた決定
通知書をご確認ください。
■特別徴収の通知書が変わります
　これまで、保険料を特別徴収（年金からの天引
き）で納めていた人には、Ａ４判の通知書を封筒に
入れて送付していましたが、26年度から三つ折で
ミシン目を切り取って開く通知書に変更します。
７月中旬に発送しますので、ご確認ください。

表　26年度後期高齢者医療制度の保険料
24・25年度 26・27年度

均等割額（加
入者1人当
たりの額）

35,800円 ⇒ 38,000円

所得割額（前
年の所得に
応じて計算）

6.62％ ⇒ 7.36％

賦課限度額 55万円 ⇒ 57万円

国民年金保険料の免除
希望する人は忘れずに ●詳しくは

　市民課国保年金係（☎・内線1132）

　国民年金には、経済的な理由などで保険料（平
成26年度は15,250円）の納付が困難な人のため、

「国民年金保険料免除・納付猶予制度」があります。
　この制度を利用すると、保険料が免除されたり、
後で納められる期間が長くなったりします。
　現在、26年度分（26年７月から27年６月まで）の
申請を受け付けています。
　申請に必要なものは、次のとおりです。
▶印鑑
▶年金手帳
▶退職（失業）した人は雇用保険受給資格証明書や

雇用保険被保険者離職票の写し

　学生納付特例（学生で本人の前年所得が一定以
下の場合、納付が猶予されます）は、随時、受け
付けています。申請には、在学証明書または学生
証の写しと印鑑が必要となります。
　免除制度は、年度ごとに申請書の提出が必要と
なります。25年度分（25年７月から26年６月まで）
の保険料が免除となった場合でも、あらためて申
請が必要となりますので、忘れずに申請ください。
また、前年の所得に基づいて審査しますので、承
認されない場合があります。ご了承ください。
　詳しくは、市民課国保年金係または盛岡年金事
務所（☎019-623-6211）まで。
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各課からのHOT LINE

国保税の納税通知書を
７月中旬に発送します ●詳しくは

　税務課市民税係（☎・内線1248）

▶国民健康保険税とは　国民健康保険（国保）は、
病気やけがをした時に安心して医療が受けられる
ように、加入者が国保税を出し合い、お互いに助
け合う制度です。国保は、加入者一人一人が被保
険者ですが、国保税は世帯ごとに算定します（右
下の表参照）。納税通知書は、国保に加入してい
る人の世帯の世帯主宛てに７月中旬に送付します。
▶資格に異動があるとき　国保税は、国保資格の
異動届け出に基づいて計算されますので、社会保
険など他の健康保険に加入した時などには、14日
以内に届け出が必要です。市民課の窓口で忘れず
に届け出をしてください。
▶申告がお済みでない方へ　国保税は、前年の所
得を基に計算するため、確定申告などが済んでい
ないと、正しい算定ができない場合や、軽減が受
けられない場合があります。収入の有無に関わら
ず、世帯主と加入者全員の申告が必要です。
▶納付が困難な方はご相談を　災害や疾病、失業

など、やむを得ない事情がある場合は、分割納付
や減免などの相談に応じています。お早めにご相
談ください。
▶問い合わせ先　国保の資格については市民課国
保年金係（内線1132～1136）、国保税については税
務課市民税係（内線1248）、納付のご相談は税務課
収納整理係（内線1254～1256）まで。

表　国民健康保険税の税率

区　分 医療給付費分 後期高齢者
支援金等分 介護納付金分

加入者全員 40～64歳
所得割（前年の所
得に応じて計算） 7.00％ 2.30％ 1.80％

資産割（固定資産
税に応じて計算） 26.00％ 5.00％ 7.00％

均等割（加入者1
人当たりの額） 20,000円 7,000円 7,700円

平等割（1世帯当
たりの額） 26,000円 6,500円 7,000円

課税限度額 51万円 16万円 14万円

あなたの思いを短文で
表現してみませんか？ ●詳しくは

　地域振興課教振担当（☎・内線1146）

　市教育振興運動推進協議会では、「三行詩」を募
集しています。
　「三行詩」とは、３行程度の短い詩のことで、必
ずしも３行にこだわる必要はありません。俳句や
川柳のようなものでも構いません。地域の生活の
中で気付き、感じたこと、家庭での日常のやりと
りから思い付いたことなどを短文で表現してみま
せんか。
　募集区分などは、次のとおりです。
■募集区分　小学生、中学生、高校生、市民
■応募方法　❶各実践区事務局（各小学校）❷各コ
ミュニティセンター❸市役所地域振興課に備え付
けの応募用紙に、氏名、年齢（学年）、実践区名、
住所、電話番号、三行詩（短文）など必要事項を記
入の上、❶から❸のいずれかの窓口に応募くださ
い。　※応募用紙は１作品につき１枚とします。
■募集期限　平成26年９月５日㈮　※当日必着
■表彰　入選作品は、市教育振興運動推進大会で
表彰します。

三行詩ってどんな作品があるの？
　参考として、平成24年度に文部科学省が実施
した『「楽しい子育て全国キャンペーン」～親子
で話そう！家族のきずな・我が家のルール～』
の優秀作品の一部を紹介します（敬称略）。
■文部科学大臣賞
◆小学生の部
なやみごと　一人でかかえず　うちあけよう
家族の数だけ知恵がでるから【櫻木 将（福岡県
春日市、小学校 6年生） 】
◆中学生の部
わたしが　くもって　帰っても　気づけば　
母が　晴れにして　きっと　明日は　いい天
気【杉本 うらら（埼玉県さいたま市、中学校 1
年生）】
◆一般の部

「ただいま」の声と食欲　それが我が子の　
SOS発信源【山谷 知子（愛知県名古屋市）】
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 映画がつなぐ₄₀年の交流を記念
「同

は ら か ら

胞」感謝祭にぜひお越しください

　
県
農
業
会
議
で
は
、
昨
年
か
ら
、
毎
年

７
月
15
日
を「
農
地
の
日
」と
定
め
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
農
地
法
が
昭
和
27
年
７
月

15
日
に
制
定
さ
れ
、
昨
年
で
60
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の「
農
地
の
日
」を
中
心
に
、
県
内
各

市
町
村
の
農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地

解
消
に
向
け
た
農
地
巡
回
な
ど
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
活
動
を
実
施
し
て

お
り
、
本
市
農
業
委
員
会
で
も
、
昨
年
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

26
年
度
は
そ
れ
に
加
え
、
遊
休
農
地
解

消
・
農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め

の
農
地
中
間
管
理
機
構
新
設
に
伴
い
、﹃
農

地
な
ん
で
も
相
談
会
﹄を「
道
の
駅
に
し

ね
」で
開
催
し
ま
す
。日
時
は
、７
月
13
日

㈰
、午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
相
談
会
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を「
三
地
の
益
作
戦
」

と
定
め
ま
し
た
。
こ
の「
三
地
の
益
」は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
設
置
目
的
で
あ
る

「
貸
地○
の
集
約
、借
地○
の
あ
っ
せ
ん
、遊
休

農
地○
の
解
消
」を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、こ

れ
ら
の
３
つ
の
農
地
が
農
業
に「
益
」を
も

た
ら
す
こ
と
、
活
動
が「
道
の
駅
に
し
ね
」

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
名
付
け
た
も

の
で
す
。

　
﹃
農
地
な
ん
で
も
相
談
会
﹄で
は
、
農
地

に
関
す
る
質
問
、
農
業
者
年
金
や
農
業
新

聞
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
何
で
も
受
け
付

け
る
ほ
か
、
農
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
お
答
え
い
た
だ
い
た
人
に
は

粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回
の
相
談
会

に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
農
業
に

対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
・
内
線
１
２
８
３
）ま
で
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
三み

ち地
の
益
作
戦
」

農
地
な
ん
で
も
相
談
会
を
開
催

　旧松尾村を舞台に撮影され、昭和50年に公開さ
れた映画「同胞」。この映画には、当時の松尾村青
年会をはじめ、多くの人が撮影に携わりました。
　作品を通じ、映画関係者と旧松尾村との交流は
これまで40年間続いています。この交流に感謝し、
今後の新たな出会いを広げるため、『「同胞」感謝祭
～40年目の出会い～』（同実行委員会主催）を開催し
ます。この機会に作品の世界に触れてみませんか。
■期日　７月20日㈰

■場所　松尾コミュニティセンター（入場無料）
■日程（午前９時半開場）
午前10時半～　40年目の同胞トーク
　　　　　　　映画出演者・関係者によるお話
　　　　　　　山田洋次監督の講話
正午～　　　　松尾中学校吹奏楽部の演奏
午後０時40分～ 昼食・休憩（そばなどを販売）
午後１時半～　倍賞千恵子さん「ふるさとコンサ
　　　　　　　ート」＝松尾中学校文化祭訪問時
　　　　　　　に中学校に贈られた曲「約束」、映
　　　　　　　画主題歌「ふるさと」を会場の皆さ
　　　　　　　んで合唱
午後３時～　　映画「同胞」を上映
■出演予定　山田洋次監督、倍賞千恵子さん、寺
尾聰さん、岡本茉利さん、小六禮次郎さん
■問い合わせ先　同実行委員会事務局・佐々木（☎
090-4631-7591、ファクス74-4363、電子メール
ｎｏｂｕｓａ＠ɡⅿａｉˡ . ｃ ｏ ⅿ、ホームページURL＝
ʰｔｔｐｓ：╱╱ʷʷʷ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏⅿ╱ｅｉɡａ．ʰａｒａｋａｒａ．40ｔʰ⎠

７/13

20
周
年
を
記
念
し
開
催
さ
れ
た「
同
胞

ま
つ
り
」（
平
成
７
年
８
月
27
日
）

道の駅にしねで
開催します
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市の大会スローガンを募集します
　第71回国民体育大会「希望郷いわて国体」は、平
成28年１月から２月にかけて行われる冬季大会
と、28年10月１日から11日にかけて行われる本大
会を合わせた「完全国体」として開催されます。
　市は、この大会を市民一体となって成功させる
ため、市民総参加の機運を盛り上げる「大会スロー
ガン（合言葉・キャッチコピー）」を募集します。
■募集期間　７月４日㈮から８月31日㈰まで
※当日消印有効
■応募資格　市に在住する人または市内に勤務、
通学している人
■応募方法　全戸配布する募集パンフレットにつ
いているはがきなどを郵送【〒 028-7392 野駄 19-

75 希望郷いわて国体八幡平市実行委員会（国体推
進室内）大会スローガン募集係】またはファクス

（64-1182）で応募ください。応募用紙には、応募者
の郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、職業

（学校名）を記入し、１回の応募につき、自作で未
発表のもの１点を明記してください（１人で何点
でも応募できます）。
■入賞作品　市実行委員会で、最優秀賞１作品、
優秀賞２作品を決定し、応募者に賞状と記念品を
贈呈します（発表は９月を予定）。また、応募者全
員に参加賞として、国体グッズを贈呈します。
　詳しくは、市役所国体推進室総務企画係（☎・内
線2333）まで。

◎
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

▪
相
撲（
５
月
31
日
、盛
岡
市
・

県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▽
団
体　
❶
平
舘
高
校

▪
自
転
車（
５
月
31
日
、
６
月

1
日
、
紫
波
町
・
紫
波
自
転
車

競
技
場
）

【
女
子
】
▽
５
０
０
㍍
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル　

❶
斎
藤
莉
星

（
盛
岡
農
業
高
２
年
、
西
根
第

一
中
卒
）
▽
２
０
０
０
㍍
個
人

追
い
抜
き　
❶
斎
藤
莉
星
▽
個

人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
36
・
８
㌔
）　

❶
斎
藤
莉
星

◎
第
45
回
東
北
高
等
学
校
選
手

権
大
会

▪
自
転
車（
６
月
13
・
14
日
、

秋
田
県
・
美
郷
町
自
転
車
競
技

場
）

【
女
子
】
▽
５
０
０
㍍
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル　
❻
斎
藤
莉
星

▪
陸
上（
６
月
13
～
16
日
、
宮

城
県
・
県
総
合
運
動
公
園
宮
城

ス
タ
ジ
ア
ム
）

【
女
子
】
▽
砲
丸
投
げ　
❶
畠

山
和
紀（
盛
岡
農
業
高
３
年
、

Sports

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

安
代
中
卒
）

◎
第
62
回
岩
手
地
区
中
学
校
総

合
体
育
大
会（
６
月
21
～
23
日
、

市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
ほ

か
）　
※
太
字
は
７
月
19
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場

▪
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【
男
子
】　
❶
西
根
❸
西
根
第
一

▪
サ
ッ
カ
ー　
❸
西
根

▪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
男
子
】　
❸
西
根

【
女
子
】　
❸
松
尾

▪
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
男
子
】
▽
団
体　
❶
西
根

▽
個
人　
❷
小
野
寺
博
紀
・
高

橋
和
也
組（
西
根
３
年
）
❸
瀬

川
結
月
希
・
田
村
奏
人
組（
西

根
３
年
）

【
女
子
】
▽
団
体　
❶
西
根
第

一
❸
西
根
❸
松
尾

▽
個
人　
❷
田
村
千
波・
津
志

田
侑
里
組（
西
根
第
一
３
年
）

❸
伊
藤
瑠
華
・
吉
川
遥
香
組

（
松
尾
２
年
）
❸
増
子
萌
菜
・

八
⻆
舞
優
組（
松
尾
３
年
）
❸

工
藤
麻
衣
・
藤
原
花
衣
組（
西

根
第
一
３
年
）

▪
卓
球

【
男
子
】▽
団
体　
❸
西
根
第
一

▽
個
人　
❸
工
藤
祐
輔（
西
根

第
一
３
年
）

▪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
❸
松
尾

▪
柔
道

【
男
子
】▽
個
人
戦　
❶
遠
藤
隼

（
西
根
第
一
３
年
）
❸
遠
藤
悠

太（
西
根
第
一
２
年
）

【
女
子
】▽
団
体　
❷
西
根
第
一

▽
個
人　
❷
佐
々
木
彩
美（
西

根
第
一
３
年
）
❷
畠
山
咲（
西

根
第
一
３
年
）

▪
剣
道

【
男
子
】
▽
団
体　
❺
西
根

◎
第
27
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
盛
岡

場
所（
盛
岡
市
・
県
営
武
道
館

相
撲
場
）

【
男
子
】
▽
４
年
生　
❶
工
藤

緑（
田
頭
小
）

【
女
子
】
▽
４
・
５
年
生　
❷

上
山
真
穂（
大
更
小
５
年
）
❸

小
野
心
暖（
大
更
小
４
年
）
▽

６
年
生　
❷
小
山
田
綾
乃（
大

更
小
）

◎
カ
ル
デ
ラ
ト
レ
イ
ル（
６
月

15
日
、
七
時
雨
山
ほ
か
）

【
男
子
】　
❶
高
橋
伸
也
❸
田
村

孝《
記
事
は
13
㌻
に
掲
載
》
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

同じ型の車でも年式の違いで魅力が変わります

市内野球チームと釜石市古希野
球チーム「シルバー釜石」が交流
試合（６月21日、中山グラウンド）

社会科見学で市役所を訪れた寺田
小学校３年生15人が田村正彦市長
に質問（６月18日、市役所市長室）

焼走り熔岩流まつりで行われた
こぶたレース（６月15日、岩手山
焼走り国際交流村）

並ぶ旧車に集まる視線
焼走り熔岩流まつり＆旧車ミーティング in八幡平

　焼走り熔岩流まつりと旧車ミーティングin八幡平
が６月15日、岩手山焼走り国際交流村で開催され、
さまざまな催しが行われました。
　会場には、約170台の旧車・名車が集合。中には
製造されてから半世紀が過ぎた自動車も展示されて
おり、来場者の目を引いていました。また、昨年に
引き続き行われた「こぶたレース」には、多くの子ど
もたちが参加し、思い通りにならないこぶたの動き
に悪戦苦闘しながらも、競争を楽しんでいました。

講師の話を真剣に聴く生徒たち

貴重な話に耳を傾ける
西根中学校で復興教育

　盛岡市のNPO法人未来図書館は６月18日、西根
中学校体育館で、キャリア教育支援事業「未来パス
ポート」を行いました。
　事業には、全校生徒が参加。東日本大震災からの
復興に携わる社会人20人を講師に、被災地の現状や
今後の活動などについて話を聞きました。生徒たち
からは「人との関わりの大切さを学んだ」「寄り添っ
て話を聞きたい」といった感想が発表され、被災地
への思いを新たにしていました。

協力しながら植樹を行う参加者の皆さん

森の再生願い植樹活動
第12回八幡平ふるさとの森づくり

　「第12回八幡平ふるさとの森づくり」が６月21日、
松尾鉱山跡地で行われ、約180人の参加者が森林再
生のため、植樹活動を行いました。
　NPO法人森びとプロジェクト委員会みちのく
事務所（田中榮三郎所長）が主催。この催しは、土壌
の改良と森の再生を目指し行われている活動で、今
年で９年目を迎えました。今回は、ミズナラなど６
種類約３千本の苗木が準備され、参加者は土地に緑
が戻ることを願いながら、植樹に汗を流しました。
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NPOあそぼっこと市職員退職者
の会西根支部から市に寄せ植えが
贈られました（６月10日、市役所）

機械に触れ操作を学ぶ
柏台小学校の重機体験

　柏台小学校の重機体験が６月11日、同校敷地内で
初めて行われました。
　体験には、５年生15人が参加。市内の建設業３社
の従業員８人が、２台の油圧ショベルを使い、操作
方法や注意点などを教え、児童たちが実際に砂利を
掘り起こす操作を行いました。将来の夢は建築士と
いう宮﨑椋平君は「操作は簡単だと思ったところも
あった。これから、もっといろいろな重機に乗って
みたい」と、目を輝かせていました。

安代小学校の1年生19人がアユ
の稚魚を安比川に放流しました

（６月16日、五日市橋付近）

友達が注目する中、重機を操作する児童

スタート2㌔地点で笑顔を見せる参加者

万歳三唱で登頂を祝う
七時雨山開き

　新日本百名山や岩手の20名山に数えられる七時
雨山（1,063㍍）の山開きが6月1日、西根寺田登山口
で開かれました。
　山開き式には、関係者ら約50人が参加。安全祈願
の後、岡田久副市長から登山隊に市旗とピッケルが
手渡され、登山が開始されました。恵まれた天候の
下、多くの家族連れや登山愛好家が爽やかな汗を流
し、山頂では万歳三唱で登頂を祝い、記念撮影や手
作り弁当を楽しみました。登頂の記念に写真撮影を行いました

心地よい風を受け疾走
第2回七時雨マウンテントレイルフェス

　七時雨マウンテントレイルフェスが６月14、15の
両日、七時雨山周辺で行われました。
　14日は、前夜祭として県内産農産品の販売や引き
馬体験などを実施。15日は、田代山から七時雨山ま
での22㌔「カルデラトレイル」を舞台に、出場者294
人が健脚を競いました。ランナーたちは、雨でぬか
るんだ登山道に苦戦しながらも、コースの起伏を楽
しみ、懸命にゴールを目指していました（市内出場
者の入賞者は11㌻に掲載）。
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介護のココロ
☎・内線11₈₄　市地域包括支援センター

子育てNEWS
☎・内線11₅₃　地域福祉課子育て支援係

■保育所・幼稚園を利用する手順
【保育所の利用を希望する場合】
❶市に認定の申請
❷市から認定証を交付
❸利用の申し込み
❹市が利用について調整
❺利用の決定、契約
※❶と❸は同時に行うことができます。

【幼稚園の利用を希望する場合（新制度へ
移行する幼稚園の場合）】
❶幼稚園に利用の申し込み
❷入園が内定
❸幼稚園を通じ、認定の申請
❹幼稚園を通じ、市から認定証を交付
❺幼稚園と契約
　詳しくは、市ホームページをご覧いた
だくか、担当係までお問い合わせくださ
い。また、新しい情報は、順次お知らせ
します。

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

・
の
ど
が
渇
い
て
な
く
て
も
、
１
日

に
１
ℓ
か
ら
１
・
６
ℓ
の
水
分

を
取
り
ま
し
ょ
う
。
起
き
て
い
る

間
は
１
時
間
ご
と
、
入
浴
の
前
後

と
寝
る
前
に
は
、
コ
ッ
プ
１
杯

（
約
２
０
０
㎣
ℓ
）の
水
分
を
取

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※　
コ
ー
ヒ
ー
、
緑
茶
な
ど
カ
フ
ェ

イ
ン
を
含
む
も
の
は
、
水
分
を
尿

と
し
て
排
出
し
て
し
ま
う
た
め
、

水
分
補
給
に
は
適
し
て
い
ま
せ

ん
。
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
ま
な
い
麦

茶
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク（
糖
分

が
含
ま
れ
る
の
で
、
飲
み
過
ぎ
に

注
意
）な
ど
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
も
し
も
の
時
の
応
急
処
置

　
頭
痛
や
吐
き
気
な
ど
、
熱
中
症
が

疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早
急
な
応
急
処

置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
涼
し
い
場
所
へ
移
動
す
る
。

・
水
分
と
塩
分
を
補
給
す
る（
意
識

が
な
い
場
合
は
、
水
分
が
気
道
に

入
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
口
か
ら

の
水
分
摂
取
は
禁
物
で
す
）。

・
体
を
冷
や
す（
首
や
脇
、
脚
の
付

け
根
に
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な
ど
を

当
て
る
と
効
果
的
で
す
）。

・
足
を
高
く
し
て
寝
か
せ
る
。

　
熱
中
症
と
は
、
気
温
・
湿
度
の
上

昇
に
よ
り
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま

く
働
か
ず
、
体
温
が
異
常
に
上
昇
す

る
症
状
の
こ
と
で
す
。

　
特
に
高
齢
者
は
、
発
汗
な
ど
の
体

温
調
節
機
能
の
衰
え
に
加
え
、
暑
さ

や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
重
症
に
な
る
ま
で
気

付
か
な
い
場
合
が
あ
り
、
予
防
対
策

が
重
要
で
す
。

◎
こ
ん
な
症
状
が
出
た
ら
危
険
信
号

　
﹃
体
が
だ
る
い
﹄﹃
顔
が
赤
く
な
る
、

ほ
て
る
﹄﹃
軽
い
頭
痛
や
吐
き
気
﹄﹃
大

量
の
発
汗
﹄﹃
め
ま
い
、立
ち
く
ら
み
﹄

﹃
足
が
つ
る
・
こ
む
ら
が
え
り
﹄

※　
意
識
障
害
や
呼
吸
困
難
、
け
い

れ
ん
、
高
体
温
な
ど
の
症
状
が
表

れ
た
場
合
は
、
早
急
に
医
療
機
関

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
熱
中
症
予
防
の
基
本

・
温
度
計
や
熱
中
症
計（
温
度
・
湿

度
を
測
っ
て
、
ラ
イ
ト
や
ブ
ザ
ー

で
熱
中
症
の
危
険
を
知
ら
せ
る

器
具
）を
目
に
つ
き
や
す
い
場
所

に
設
置
し
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
、
室
内

を
気
温
28
度
・
湿
度
60
％
以
下

に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　平成27年４月から、「子ども・子
育て支援新制度」が始まります。新制
度では、待機児童を減らすほか、つ
どいの広場や学童保育クラブなど、
子育て支援の充実を図ります。

子育て支援について
新制度が始まります

■認定証の種類
認定区分 1号認定 ２号認定 ３号認定

子どもの年齢 満３歳以上 満３歳未満
教育・保育の希望 教育 保育

利用先 幼稚園 保育所・地域型保育（※）
※地域型保育＝小規模保育や家庭的保育など

　保育所などを利用する場合の手続きに大きな違いはあり
ませんが、保育所などを利用するための「認定証」が市から
交付されるなど、次のような変更点があります。
■認定証とは…保護者の就労状況などで３つの区分による
認定結果をお知らせするものです。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔
５
〕

今
月
の
担
当
・
今
川
友
美　

　
６
月
１
日
、
山
開
き
の
七
時

雨
山
に
登
り
ま
し
た
。
翌
日
、

筋
肉
痛
の
足
を
引
き
ず
り
つ

つ
、
町
を
歩
い
て
回
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々

か
ら
、通
り
が
か
り
に「
昨
日
は

ど
う
だ
っ
た
？
」と
声
を
掛
け

ら
れ
、
山
の
話
題
ひ
と
つ
で
話

が
ぱ
っ
と
広
が
っ
て
い
く
感
じ

が
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　
「
日
に
７
度
、
時し

ぐ雨
れ
る
」と

い
う
山
名
の
由
来
と
は
打
っ
て

変
わ
り
、
登
山
日
和
と
な
っ
た

当
日
。
道
中
で
は
、
往
時
の
風

景
や
歴
史
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
語
る
人
た
ち
の
に
ぎ
や

か
な
会
話
が
行
き
交
っ
て
い
ま

し
た
。
山
頂
で
の
万
歳
三
唱
で

は
、
こ
の
山
が
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
い
う
こ

と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
山
開
き
と
い
う
ひ
と
つ
の
出

来
事
を
通
し
て
、
こ
こ
に
住
む

人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
思
わ
ず
誰
か

に
語
り
た
く
て
仕
方
が
な
か
っ

た
り
、
確
か
め
合
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
も
の

を
、
持
っ
て
い
る
―
―
。

　
八
幡
平
市
に
来
て
ま
だ
２
カ

月
。
目
に
映
る
も
の
全
て
に
好

奇
心
を
隠
せ
ぬ
私
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
は「
生
ま
れ
た
時

か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る

も
の
ば
か
り
」と
、よ
く
笑
い
飛

ば
さ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
本
当

は
、
七
時
雨
山
に
限
ら
ず
、
身

の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
、

と
て
も
よ
く
見
て
い
る
の
だ

と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
お
き

な
が
ら
、
本
当
の
本
当
の
こ
と

は
、
分
か
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
ず
か
に

も
分
か
ち
合
え
た
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
、
何
気
な
い
冒
頭
の

場
面
が
、
た
だ
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　畑コミュニティセ
ンターは、ＪＲ花輪
線赤坂田駅のすぐ隣
にあります。自然に
囲まれ、春は桜がと
てもきれいなコミセ
ンです。

プレーすることができました。次回は、10月14日
の開催を予定していますので、皆さんの参加をお
待ちしています。
　また、地域の皆さんからの要望により、６月14
日には、楽しく体を動かすことで、心身のリフレ

　26年度は、これまでに５つの事業を行っており、
今回は、その中のスポーツ事業を紹介します。
　安比川河川公園で６月13日、パークゴルフ交流

畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会を行いました。老人クラ
ブ寿老会さんと連携した毎
年恒例の事業で、年２回開
催しています。当日は天候
が心配されましたが、最後
まで雨が降らず、楽しんで

ッシュ、運動不足の解
消が期待できる「エア
ロビクス講座」を開催
しました。参加した皆
さんは、初心者でした
が、しっかり動きに付
いていけたことに、先生は、「動けますねぇ！」と
驚いた様子でした。
　各種事業は、コミセン便りなどを通じてご案内
しますので、お気軽にご参加ください。また、今
回紹介した「エアロビクス講座」のように、地域の
声から開催に結びつく事業もありますので、ご意
見、ご要望もお待ちしております。
　詳しくは、畑コミセン（☎72-5357）または市役所
地域振興課（☎・内線1144）まで。

パークゴルフ交流会
（６月13日）

エアロビクス講座（６月14日）

アスピーテライン開通式
回廊の高さに驚きました

自然に囲まれた畑コミュニティセンター

第４回 　ＱＲコードを読み
取ると、畑コミセンの
F
フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebookのページに

アクセスできます。

コミュニティセンター通信
畑コミセン

☎72-5357

スポーツ事業をご紹介します
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　博物館では、『田山暦』をテーマとした自由研究
講座を開催します。
　田山暦とは、江戸時代に安代地区の田山で考案
された絵暦で、文字が読めない人たちのために作
られました。そのため、１年の農作業に関するこ
とや年中行事などが、身近な民具や動植物などの
イラストで表現されています。
　今回の自由研究講座では、田山暦の話だけでは
なく、田山暦にまねて、自分の誕生日や記念日な
どを絵で表したオリジナルカレンダー作りも行い
ます。実際にカレンダーを作りながら、田山暦に
関する知識・興味を持ってもらいたいと考えてい
ます。
　作ったカレンダーは、牛乳パックの小物入れに
貼って、差し上げます。世界で一つだけの、カレ
ンダー＆小物入れを作り、先生を驚かせてみよう。

夏休みは図書館へ行こう！夏休みは図書館へ行こう！夏休みは図書館へ行こう！

自由研究講座の参加者を募集自由研究講座の参加者を募集自由研究講座の参加者を募集

　図書館では、読書マラソンを開催します。図書
館で本を借りた時に発行されるレシートをつづ
り、読書記録を作ります。期間中に何冊読めるか
挑戦してみませんか。また、夏休み期間中だけの
ミニマラソンもあります。
▶期間　７月20日㈰から12月27日㈯まで　※ミニ
マラソンは、７月20日㈰から８月20日㈬まで
▶部門　❶幼児読み聞かせの部❷小学校低学年の
部❸小学校高学年の部❹大人の部（中学生以上）
▶申し込み　７月20日㈰までに図書館に申し込ん
でください。

　児童開架室で、課題図書を展示・貸し出します。
貸し出し期間は１週間です。
▶開催期間　７月19日㈯から８月中旬まで　

　夏休み自由研究講座を開催します

 読書マラソンの参加者を募集します

　６月18日に開催した歴史バスツアー「安比川・

夏の映画会
　夏の夜、野外で映画を楽しみましょう。
▶日時　７月25日㈮、午後７時半から
▶場所　市立図書館駐車場
▶内容　「きもだめしのばん」ほか
※　雨天時は、お話室での上映となります。
※　必ず保護者同伴で参加してください。

夏休み工作教室
　身近な材料を利用した工作教室です。
▶日時　８月４日㈪、午後１時から
▶場所　市立図書館会議室
▶対象　小学生12人（低学年は、親子で参加
してください）

子ども図書館体験
　図書館の仕事を体験してみよう。
▶日時　８月11日㈪、午前10時半から
▶対象　小学生10人
▶場所　市立図書館
※　詳細は、問い合わせください。

第₆₀回青少年読書感想文全国コンクール・第₄₇
回岩手読書感想文コンクール課題図書展を開催

■場所と期日
▶西根地区＝大更コミセン【８月１日㈮】
▶松尾地区＝松尾コミセン【８月６日㈬】
▶安代地区＝市博物館【８月７日㈭】
■時間　午前10時から11時半まで（全会場）
■定員　各会場30人（定員になり次第、締め切り）
■必要なもの　筆記用具、はさみ、牛乳パック、ボンド
■申し込み方法　電話で市博物館（☎63-1122）に申し
込みください。

自由研究講座

米代川の伝説と山の神をめ
ぐる旅」には、30人の参加
者があり、好評をいただき
ました。今後もさまざまな
企画を用意していますの
で、ご期待ください。 参加者で記念撮影

歴史バスツアーを開催しました
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（５月届け出分）

№ 106

広報クイズ
７月３日号の問題

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ：�75-0469　
　☆メール：�koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　７月28日㈪　消印有効
◎第105回の正解�かりゆし�◎応募者数�14人�◎正解者数�14人
◎当選者　平野律子さん（大更）、久世教枝さん（柏台）、大森リツさん（叺田）

旧松尾村を舞台に昭和
50年に製作された映画
のタイトルは？

◎男の子

髙橋　隼
はやと

（将一・寛子／南寄木）

工藤　広
ひ ろ と

徒（拓也・明日香／東）

伊藤　快
かい

（俊・幸陽子／高宮）

釜谷　颯
は や と

人（篤・亜由美／わし森）

岩崎　煌
こうだい

大（智・亜希／大泉）

塩﨑　裕
ゆ う と

都（千尋・慶子／下町三区）

髙橋　壱
い つ む

武（雅幸・美緒／上平笠）

日戸　凛
り く

來（孝大・茜／渋川）

渡邉　紘
ひ ろ や

也（徳也・郁子／町組）

◎女の子

関　陽
ひ な み

心（崇将・佳代子／細野）

伊藤　菜
な み

海（春幸・慶子／松川）

佐々木　玲
れ い か

華（航・李捺／町組）

　髙橋　勝貴　　／寄木新田

　佐々木　恵里　／盛岡市　

　遠藤　孝樹　　／上町

　渡邊　晴香　　／盛岡市

　伊藤　悠稀　　／薬師

　工藤　桂　　　／下町二区

　畠山　好貴　　／秋葉

　熊谷　瑠美　　／上寄木

　森　啓吾　　　／間羽松

　上路　春香　　／滝沢市

宮野　光弘　　　65歳　大泉

松尾　智　　　　96歳　松尾

澤口　ヨシ　　　86歳　下平笠

畑　昭子　　　　86歳　寄木新田

畠山　ハルエ　　80歳　畑１区

目時　ハル　　　95歳　新町中央

伊藤　鐵太郎　　91歳　帷子

畠山　軍三　　　83歳　田山上

田村　ヒサ    　102歳　堀切

宮野　トヨ　　　81歳　荒屋新町

畠山　愛　　　　27歳　畑１区

工藤　德藏　　　90歳　間羽松

工藤　眞紀子　　57歳　金沢

八幡　利七郎　　62歳　苗石田

遠藤　ユリ　　　88歳　寺田

小笠原　重三郎　83歳　荒屋

田村　昭夫　　　78歳　松尾

山本　ミネ    　100歳　舘沢

健やかに お幸せに
※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています。（敬称略）

（
（
（
（
（

■人口の動き【５月31日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,794（－2） 6,275（－4）
松尾地区 6,155（－13） 2,363（－5）
安代地区 4,904（－11） 1,882（－1）
合　　計 27,853（ー26） 10,520（－10）
男　　性 13,442（－14）
女　　性 14,411（－12）

出生 15 死亡 26
転入 35 転出 50

項　　目 5月 累 計
人身事故 4 19
物損事故 37 232
負 傷 者 7 25
死 者 ０ 1
飲酒運転 ０ 4
火 災 ０ 6
救 急 98 469
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若者のひきこもり 
公開講座で学ぼう

　若者のひきこもりの現状とその
対応について、講座を開催します。
■日時　７月29日㈫、午後１時半
から３時まで
■場所　盛岡市保健所（神明町
3-29）
■申込期限　７月18日㈮
　申し込みは、県央保健所保健予
防課（☎019-629-6574）まで。

自宅で学べる大学 
学校説明会を実施

　放送大学では、10月入学生募集
のため、学校説明会を行います。
また、募集要項などの資料を無料
で送付しています。
■日時　７月16日㈬、17日㈭、８
月16日㈯、17日㈰、時間は全て午
前10時から11時半まで
■場所　同大学岩手学習センター
４階講義室（盛岡市上田）
　詳しくは、同大学岩手学習セン
ター（☎019-653-7414）まで。

最高裁判所の一般職 
採用試験を行います

　最高裁判所では、一般職試験（高
卒者試験）を実施します。
■対象官職　裁判所事務官
■申込期間　７月15日㈫から24
日㈭まで
■第1次試験日　９月14日㈰
　受験資格など詳しくは、盛岡地
方裁判所事務局総務課人事第一係

（☎019-622-3352）まで。

毎月勤労統計調査に 
回答をお願いします

　厚生労働省では、毎月勤労統計
調査（特別調査）を実施します。
■調査対象　１人から４人まで
の常用労働者を雇用する事業所
■調査内容　調査対象の賃金、労
働時間および雇用の実態
　調査対象になる事業所には、８
月から９月にかけて市の統計調
査員が訪問します。回答へのご協
力をお願いします。

麗峰苑夏まつり開催 
多数お越しください

　麗峰苑夏まつりを開催します。
■日時　７月30日㈬、午後４時半
から７時まで（雨天決行）
■場所　特別養護老人ホーム麗峰
苑敷地内（平舘13-1-1）
■内容　カラオケ大会、夢灯

あか

りなど
　詳しくは、同老人ホーム麗峰苑

（☎64-1120）大町まで。

放射線などの測定結果について

　5月に測定した空間放射線量
は、下表のとおりです。
　詳しくは、市役所市民課環境衛
生係（☎・内線1124）まで。

　

　
　また、西根・安代地区学校給食
センターでは、調理した給食の放
射性物質の測定を行っています。
　その結果、5月29日、６月５日・
19日の測定では、放射性物質は検
出されませんでした。内容は、市
ホームページで公開しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

5月放射線量測定結果
測　定
地　点 測定日 測　定

区　分
測　定
時　刻

線量等量
率（µSv/h）

本庁舎

5月19日 地上
１㍍

13：15 0.05
安　代
庁　舎 14：15 0.05
松　尾
庁　舎 15：10 0.04

（µSv/h ＝マイクロシーベルト毎時）

サイン会や音楽など 
楽しい催しに行こう

　ギャラリーぼんと（松尾寄木
1-500-6）では、毎年８月に「風の
通り道」を開催します。
■日時　８月16日㈯・17日㈰、 午
前10時から午後５時まで
■内容　なぞなぞ作家・小野寺ぴ
りり紳さんサイン会、油絵作家・
渡辺扶起さんによるミニコンサー
ト（午後２時半ごろ）など　
　詳しくは、ギャラリーぼんと（☎
78-3864）まで。

▪編集後記
　田頭小学校の田植え体験を取材に行った
際、子どもたちから「あ、去年田んぼに落
ちた人だ」「今年は落ちないんですか？」
といった声を多く掛けられました。すっか
り覚えられたことが、うれしいような恥ず
かしいような、複雑な気持ちになりました。
▷７月は、スポーツ大会やお祭りなどがめ
じろ押しです。お出掛けの際は、水分補給
を忘れずにしましょう。　　　　　（佐々木）

今月の表紙 田植えっておもしろいね
　田頭小学校の田植え体験が６月６日、田
頭地内の水田で行われました。
　体験には、５・６年生31人が参加。児童
たちは、はだしで田んぼに入り、手で苗を
大事に植えました。初めて田植えをする児
童もいて、泥の感触に喜ぶ子や豪快に転ん
で服を汚してしまう子など、それぞれが田
植え体験を楽しんでいました。
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安全な社会をつくる 
入国警備官になろう

　法務省仙台入国管理局では、入
国警備官採用試験を行います。
■申込期間　▶インターネット＝
７月22日㈫から31日㈭まで▶郵
送・持参＝７月22日㈫から25日㈮
まで
■第1次試験日　９月28日㈰
　受験資格など詳しくは、同局総
務課（☎022-256-6076）まで。

自死遺族の方を対象に 
交流会などを開きます

　大切な家族などを自死で亡くさ
れた方の電話相談や、同じ体験を
した方と思いを分かち合う会など
を開催します。参加費は無料です。
○電話相談（☎019-629-9617）
■受付時間　月曜から金曜日、午
前９時から午後４時半まで（祝日
を除く）
○自死遺族交流会「こころサロン」
■日時　７月12日、８月９日、９
月13日（全て土曜日）、午後１時半
から３時まで
■場所　県民情報交流センター
■申し込み先　県精神保健福祉セ
ンター（☎019-629-9617）

暮らしの安全のために 
食への理解を深めよう

　県では、食のリスクを理解し、
食品の安全性に関しての意見交換
会などを行います。参加には事前
の予約が必要です。
■日時　８月６日㈬、午後１時半
から４時まで
■場所　プラザおでって３階「お
でってホール」（盛岡市）
■内容　基調講演（長崎大学広報
戦略本部・堀口逸子准教授）、パネ
ルディスカッション（岩手大学・菅
原悦子副学長ほか）、意見交換など
　詳しくは、県庁県民くらしの安
全課（☎019-629-5385）まで。

サマージャンボ宝くじが 
通信販売で購入できます

　「サマージャンボ」と「サマー
ジャンボミニ6000万」の２種類の
宝くじが、通信販売で購入できま
す。申込締め切り日は、７月17日
㈭です。
　申し込み方法など詳しくは、み
ずほ銀行宝くじ通信販売係（☎03-
3944-9210）まで。

仕事での精神障害による 
労災請求相談に応じます

　セクシュアルハラスメントな
ど、職場のストレスによる精神障
害の労災請求などに関して相談に
応じます。
■日時　毎月第１・第４木曜日、
午前９時から正午まで
■場所　岩手労働局（盛岡駅西通
１丁目）
　詳しくは、同局労働基準部労災
補償課（☎019-604-3009）まで。安比高原でパートの 

従業員を募集します
　安比高原ホテル安比グランドで
は、パート従業員を募集します。
■勤務地　ホテル安比グランド
■仕事内容　食器洗浄
■期間　７月19日㈯から８月31
日㈰　※期間は相談に応じます
■時給　750円（交通費支給）
　詳しくは、㈱岩手ホテルアンド
リゾート安比高原採用係（☎019-
625-2120）まで。

岩手県警察本部では 
警察官（高卒）を募集

　県警察本部では、警察官（高卒の
男女）を募集しています。
■第1次試験日　９月21日㈰
■申込期間　▶電子申請＝８月４
日㈪から22日㈮まで▶郵送・持参
＝８月４日㈪から29日㈮まで
　受験資格など詳しくは、県人事
委員会事務局（☎019-629-6241）
または県警察本部警務課人事係

（☎019-653-0110）まで。

農用地などの借り受け 
希望者を探しています

　公益社団法人岩手県農業公社
（農地中間管理機構）では、地域農
業マスタープランの実現に向け
て、農地中間管理事業による担い
手への農地集積・集約化を進めて
います。
　同公社では、この事業で借り入
れた農地の借り受け希望者を募集
します。
■募集期間　８月１日㈮から31
日㈰まで
　詳しくは、同公社ホームページ

（http://www.j-agri.or.jp/in-
dex.html）をご覧いただくか、市
役所農政課（☎・内線1271、1274）
まで。

トラウマなどの悩み 
まず電話してみよう

　県精神保健福祉センターでは、
自然災害被災者、犯罪・事故など
の被害者を対象に『トラウマ関連
相談室』を開設しました。相談には
事前に予約が必要です。
■開設日時　平成27年３月末ま
での毎週火曜日、午後１時半から
５時まで（祝日、年末年始を除く）
■場所　県精神保健福祉センター

（盛岡市本町通三丁目19-1）
■予約受け付け　月曜日から金曜
日の午前９時から午後４時半ま
で（祝日、年末年始を除く）
　予約など詳しくは、同センター

（☎019-629-9617）まで。

家庭で不用になった 
衣服はありませんか

　市では、ごみの減量化を図るた
め、古着を回収し、リサイクルし
ます。この機会に不用になった衣
服をお持ちください。
■日時　７月12日㈯、午前10時か
ら午後３時まで
■場所　大更フーガの広場（大更
ガーデンフェスティバル会場）
　詳しくは、市役所市民課環境衛
生係（☎・内線1121）まで。
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第
８
回
日
本
写
真
館
賞 
大
賞 

受
賞

　
（
６
月
₁₇
日
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
表
彰
）

八
幡 

冨
士
男 
さ
ん

ヤ
ハ
タ・フ
ジ
オ 

65
歳 

＝
清
水
＝

　昭和24年生まれ。写真館「八光
スタジオ」を経営。東北六県写真
師会連合会の参与を務めるほか、
全国技能士会連合会の写真技能マ
イスターとして認定を受けてい
る。O型のやぎ座

お
客
様
と
自
分
が
良
い
と
思
え
る
一
枚
を
理
想
に

　
「
多
く
の
人
、
作
品

と
の
出
会
い
が
良
い
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
、笑
顔
で
語
る
の
は
、

﹃
り
ん
ど
う
の
咲
く
頃
﹄

と
題
し
た
作
品
が
、
日

本
写
真
館
賞
で
最
高
賞

の
〝
大
賞
〟に
輝
い
た

八
幡
冨
士
男
さ
ん
。「
写

真
に
込
め
た
意
図
を
読

み
取
っ
て
も
ら
っ
た
講

評
を
い
た
だ
い
て
、
う

れ
し
い
」と
、
受
賞
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

と
私
個
人
が
共
に
良
い
と
思
え

る
一
枚
を
撮
影
す
る
こ
と
で

す
」と
、顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
の
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
を
重
ね
て

き
た
八
幡
さ
ん
に
、
今
後
に
つ

い
て
伺
う
と「
３
月
に
生
ま
れ

た
初
孫
の
存
在
を
一
番
の
励
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
い
い
写
真
を

撮
影
し
た
い
で
す
ね
」と
、
意

欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　
写
真
師
と
な
っ
た
の
は
、
父

親
の
写
真
館
を
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。「
最

初
は
あ
ま
り
こ
の
仕
事
が
好
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

21
、
22
歳
の
時
に
写
真
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
、
同
年
代

の
人
た
ち
の
熱
意
に
触
れ
、
人

生
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
写
真
の
世
界
に
の
め
り
込
ん

で
い
ま
す
。
理
想
は
、
お
客
様

八幡さん撮影の『りんどうの咲く頃』
（場所：田山地区の石名坂下タ地内）


